
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスク状の情報記録媒体と、該情報記録媒体を収納したカートリッジケースと、該カー
トリッジケースの表，裏面に設けた記録及び／又は再生用の開口部を開閉するシャッター
と、該シャッターを上記カートリッジケースに対して上記開口部を開閉する方向に移動可
能に取付けたスライド部材とを備えていて、
上記シャッターは、上記カートリッジケースの表，裏面の一方の面に設けた記録及び／又
は再生用の開口部を開閉する第１のシャッター板と、他方の面に設けた記録及び／又は再
生用の開口部を開閉する第２のシャッター板とに分割されている情報記録媒体カートリッ
ジおいて、
上記スライド部材は、上記第１のシャッター板を取付ける第１のスライド部と、上記第２
のシャッター板を取付ける第２のスライド部に分割され、
上記第１，第２のスライド部は、上記第１のシャッター板又は第２のシャッター板を取付
けるシャッター板取付部と、該シャッター板取付部の底部の一側部に、該シャッター板取
付部の幅と略同じ幅で、かつ該シャッター板取付部の長さの略半分の長さに形成されてい
て、他方のスライド部材のシャッター板取付部が重ね合わされるステージ部と、上記シャ
ッター板取付部のスライド方向の一端側の上面側に設けられていて、ドライブ装置のシャ
ッター開放部材が係合するシャッター開放部材係合部と、上記シャッター板取付部のスラ
イド方向の一端側の下面の中央部に設けられたカートリッジケースへの一対の組付脚部と
、上記シャッター開放部材係合部の下面に設けられたカートリッジケースへの一対の組付
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脚部とを備えていることを特徴とする情報記録媒体カートリッジ。
【請求項２】
請求項１において、
上記第１，第２のスライド部は、バネ係止部を備えていて、
上記バネ係止部には、バネ部材の一端部と他端部が係止されていて、該バネ部材の付勢力
によって、上記第１，第２のスライド部の一方のスライド部のシャッター板取付部の先端
は、他方のスライド部のシャッター開放部材係合部に係合されていることを特徴とする情
報記録媒体カートリッジ。
【請求項３】
請求項２において、
上記シャッター板取付部の先端と上記シャッター開放部材係合部との接触面には、互に嵌
合する位置決め用の凹，凸部が設けられていることを特徴とする情報記録媒体カートリッ
ジ。
【請求項４】
請求項２において、
上記バネ係止部は、上記一対の組付脚部の間で、且つこれら組付脚部の内側に設けられて
いることを特徴とする情報記録媒体カートリッジ。
【請求項５】
請求項１において、
上記第１，第２のスライド部は、同じ形状で、且つ同じ大きさに形成されていることを特
徴とする情報記録媒体カートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、磁気ディスクや光ディスク或は光磁気ディスクや相変化型光デイスク等の情報
記録媒体を収納した情報記録媒体カートリッジに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
情報記録媒体カートリッジとして、例えば図２４に示したものが知られている。
【０００３】
上記情報記録媒体カートリッジ（以下、単にカートリッジという）１０１は、表，裏両面
に記録層を設けた光ディスクや光磁気ディスク等の情報記録媒体（以下、ディスクという
）１０２と、該ディスク１０２を回転可能に収納したカートリッジケース（以下、シェル
という）１０３と、該シェル１０３にスライド可能に取付けられていて、該シェル１０３
の裏，表面に設けた記録及び／又は再生用の開口部（以下、単に開口部という）１０４を
開閉するシャッター１０５とを備えている。
【０００４】
上記シャッター１０５は、上記シェル１０３の表面側の開口部１０４を開閉する第１のシ
ャッター板１０６と、上記シェル１０３の裏面側の開口部１０４を開閉する第２のシャッ
ター板１０７とを備えている。上記シャッター１０５は、金属板を折り曲げることにより
略コ字状に形成されていて、上記シェル１０３の表，裏面の開口部１０４を同時に開閉す
る。
【０００５】
上記カートリッジ１０１は、記録及び／又は再生装置（以下、ドライブ装置という）に装
着されると、該ドライブ装置に設けられたシャッター操作部材でシャッター１０５が駆動
操作され、上記シェル１０３の表，裏両面の開口部１０４が同時に開放されるようになっ
ている。
【０００６】
そして、図２５に示したように、上記カートリッジ１０１は、上記ディスク１０２がシェ
ル１０３の裏面側の開口部１０４を介して、ドライブ装置のターンテーブル３０１にチャ
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ッキングされて回転駆動されると共に、上記裏面側の開口部１０４を介して光学ピックア
ップ３０２により、上記ディスク１０２への記録及び／又は再生が行われるようになって
いる。
【０００７】
ところで、上記従来の第１，第２のシャッター板１０６，１０７を一体に形成したシャッ
ター１０５を使用したディスク１０１は、記録及び／又は再生のために上記シェル１０３
の裏面側の開口部１０４を開くと、記録及び／又は再生に直接関係しない場合でも上記シ
ェル１０３の裏面側の開口部１０４も開かれて、該表面側の開口部１０４からシェル１０
３内に侵入した塵埃３０３等がディスク１０２の上面に付着、堆積するという不具合があ
った。上記塵埃等の付着は高密度記録の大容量のディスクにとって見過ごすことのできな
い悪影響を及ぼす。
【０００８】
上記不具合を解消するものとして、図２６に示した分割シャッターを使用したカートリッ
ジ２０１が開発された。上記カートリッジ２０１において、シャッター２０５は、シェル
２０３の表面２０３ａ側の開口部２０４を開閉する第１のシャッター板２０６と、上記シ
ェル２０３の裏面２０３ｂ側の開口部２０４を開閉する第２のシャッター板２０７とから
なっていて、これら第１，第２のシャッター板２０６，２０７は、単独で移動して、上記
開口部２０４を独自に開閉するようになっている。
【０００９】
上記第１，第２のシャッター板２０６，２０７は、スライド部材２１０に取り付けられて
いる。上記スライド部材２１０は、上記第１のシャッター板２０６を取付ける第１のスラ
イド部２１１と、上記第２のシャッター板２０７を取付ける第２のスライド部２１２に分
割されている。上記第１，第２のスライド部２１１，２１２は、上記スライド部材２１０
を移動方向に垂直に２分割することにより形成されている。
【００１０】
上記分割シャッターを使用したカートリッジ２０１がドライブ装置に装着されると、該ド
ライブ装置に設けられたシャッター開放部材で、上記第２のシャッター板２０７のみが駆
動操作されて、上記シェル２０３の裏面２０３ｂ側の開口部２０４のみが開放され、図２
７に示したように、上記シェル２０３の裏面２０３ｂ側の開口部２０４を介して、ディス
ク２０２はドライブ装置のターンテーブル３０１にチャッキングされて回転駆動されると
共に、光学ピックアップ３０２により、上記ディスク２０２への記録及び／又は再生が行
われるようになっている。一方、上記第１のシャッター板２０６は、上記シェル２０３の
表面２０３ａ側の開口部２０４を閉塞していて、該開口部２０４からの塵埃３０３等のシ
ェル２０３内への侵入を防止している。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記従来の分割シャッターを用いたカートリッジ２０１において、上記第１，
第２のスライド部２１１，２１２は、上記スライド部材２１０を単純に移動方向に垂直に
２分割した形態に形成されていたために、次に述べるような問題点があった。
（１）図２８に示したように、上記第１，第２のスライド部２１１，２１２が、傾斜して
、上記第１，第２のシャッター板２０６，２０７を、上記シェル２０３の表，裏面から浮
き上がらせて、両者の間に隙間Ｇを発生させて、塵埃が侵入する原因になる。
（２）上記第１，第２のスライド部２１１，２１２は、それぞれ独立した存在であるため
に、シェル２０３への組み付けも別々に行わなくてはならず、シェル２０３への組付作業
性が悪い。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記シャッターを、上記カートリッジケースの表，裏面の一方の面に設けた記
録及び／又は再生用の開口部を開閉する第１のシャッター板と、他方の面に設けた記録及
び／又は再生用の開口部を開閉する上記第２のシャッター板とに分割すると共に、上記ス
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ライド部材を、上記第１のシャッター板を取付ける第１のスライド部と、上記第２のシャ
ッター板を取付ける第２のスライド部に分割した情報記録媒体カートリッジおいて、
上記第１，第２のスライド部を、上記第１のシャッター板又は第２のシャッター板のいず
れか一方を取付けるシャッター板取付部と、該シャッター板取付部の底部の一側部に、該
シャッター板取付部の幅と略同じ幅で、かつ該シャッター板取付部の長さの略半分の長さ
に形成されていて、他方のスライド部材のシャッター取付部が載置されるステージ部と、
上記シャッター板取付部のスライド方向の一端側の上面側に設けられていて、ドライブ装
置のシャッター開放部材が係合するシャッター開放部材係合部と、上記シャッター板取付
部のスライド方向の一端側の下面の中央部に設けられた一対のカートリッジケースへの組
付脚部と、上記シャッター開放部材係合部の下面に設けられた一対のシェルへの組付脚部
とで構成することにより、
上記第１，第２のスライド部の一方のスライド部のシャッター板取付部の一部を、他方の
スライド部のステージ部上に重ね合わせた状態で支持することにより、上記第１，第２の
スライド部が傾斜して、上記第１，第２のシャッター板が上記カートリッジケースの表，
裏面から浮き上がったりするの防止した。
【００１３】
また、上記第１，第２のスライド部にバネ係止部を設け、これらバネ係止部に係止したバ
ネ部材での付勢力で上記一方のスライド部のシャッター板取付部の先端を他方のスライド
部のシャッター開放部材係合部に係合させて、上記第１，第２のスライド部を結合した状
態で上記カートリッジケースに組み付けることが出来るようにした。
【００１４】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の情報記録媒体カートリッジを（１）全体の概略構成、（２）ディスクの構
成、（３）シェルの構成、（４）シャッターの構成、（５）スライド部材の構成、（６）
他の実施例、（７）作用の各項に分けて説明する。
（１）情報記録媒体カートリッジ全体の概略構成
図１は所謂シャッターを閉じた状態の情報記録媒体カートリッジ（以下、カートリッジと
いう）１を表面側から見た斜視図、図２は同裏面側から見た斜視図、図３は裏面側のシャ
ッターを開いた状態の斜視図、図４は同裏面側から見た斜視図である。上記カートリッジ
１は、表，裏両面に記録及び／又は再生可能な所謂両面使用のカートリッジとして構成さ
れている。
【００１５】
上記カートリッジ１は、ディスク状の情報記録媒体（以下、ディスクという）２と、該デ
ィスク２を回転可能に収納したカートリッジケース（以下、シェルという）３と、該シェ
ル３の表，裏両面に設けられた記録及び／又は再生用の開口部（以下、開口部という）３
１と、該開口部３１を開閉するシャッター４とを備えている。
【００１６】
上記シャッター４は、上記シェル３の表面側（後に説明する上ハーフ３２側）に設けた開
口部３１を開閉する第１のシャッター板４１と、上記シェル３の裏面側（後に説明する下
ハーフ３３側）に設けた開口部３１を開閉する第２のシャッター板４２とを備えている。
【００１７】
上記第１，第２のシャッター板４１，４２は、図１，図２示す上記開口部３１を閉塞する
第１の位置と、図３，図４に示す開口部３１を開放する位置との間をそれぞれ独立に移動
するようになっている。
【００１８】
上記シャッター４を構成する第１，第２のシャッター板４１，４２は、上記シェル３の表
，裏面に設けた開口部３１よりもやや大き目の上記開口部３１を完全に閉塞するのに必要
な大きさで、かつ上記開口部３１を閉塞する第１の位置おいて、これら第１，第２のシャ
ッター板４１，４２は、シェル３の肉厚方向において略一致して相重なり合う幅Ｗ（大き
さ）に形成されている。実施例において、上記第１，第２のシャッター板４１，４２には
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、同一部材が使用されている。
【００１９】
上記第１のシャッター板４１は、上記開口部３１を閉塞する第１の位置から矢印Ａ方向に
スライドして上記開口部３１を開放する第２の位置に移動するようになっている。また、
上記第２のシャッター板４２は、上記矢印Ａ方向とは逆の矢印Ｂ方向にスライドして上記
開口部３１を閉塞する第１の位置から上記開口部４を開放する第２の位置に移動するよう
になっている。
【００２０】
上記シェル３の表，裏面には、上記開口部３１を中心にして、その一側部に上記第１，第
２のシャッター板４１，４２の移動エリア５が設けられ、他側部にインデックスカード等
のラベル貼着エリア６が設けられている。上記第１，第２のシャッター板４１，４２は、
後に詳しく説明するスライド部材７によりシェル３にスライド可能に取付けられている。
（２）ディスクの構成
図５に示したように、上記ディスク２は、円盤状の記録媒体本体部２１と、該記録媒体本
体部２１の中央部に設けられたセンターハブ２２を有している。
【００２１】
上記記録媒体本体部２１は、例えば図６に示したように、ポリカーボネート（ＰＣ）の基
板２３の内面に記録層２４を設け、外面に保護層２５を設けた第１，第２の成膜済基板の
記録媒体２６，２７を重ね合わせて接着層２８で接着することにより形成されている。上
記ディスク２は、センターハブ２３がドライブ装置のターンテーブル３０２にチャッキン
グされ、第１の記録媒体２６の記録層２４にドライブ装置の光学ピックアップ装置３０２
によって記録及び／又は再生が可能になると共に、上記ディスク２を裏返すことにより、
上記光学ピックアップ装置３０２により、上記第２の記録媒体２７の記録層２４への記録
及び／又は再生が可能になる。上記記録媒体本体部２１は、数ＧＢ～４０ＧＢ（ギガバイ
ト）の高容量に形成されている。
【００２２】
上記センターハブ２２は、当然のことながら上記ディスク２の第１の記録媒体２６の記録
層２４に記録及び／又は再生する場合は勿論のこと、上記ディスク２を裏返して装着し、
上記第２の記録媒体２７の記録層２４に記録及び／又は再生を行う場合でも上記ディスク
２をドライブ装置のターンテーブル３０１に確実にチャッキングできる構成になっている
。
（３）シェルの構成
上記シェル３は、幅方向（シャッタースライド方向）の中央部に上記開口部３１を設けた
上ハーフ３２と下ハーフ３３の前、後、左、右の周壁３４ａ，３４ｂ，３４ｃ，３４ｄ相
互を突き合わせて複数のビス３５で結合することにより形成されている。上記ビス３５の
頭部が見えるのが裏面側である。
【００２３】
上記シェル３は、上，下ハーフ３２，３３の前後周壁３４ａの内側がディスク収納部３６
になっていると共に、上記上，下ハーフ３２，３３の前周壁３４ａの外側がスライド部材
組付部３７になっている。
【００２４】
そして、上記ディスク収納部３６内に収納されたディスク２の記録媒体本体部２１の表，
裏面及びセンターハブ２２の表，裏面が上記上，下ハーフ３２，３３の開口部３１に臨む
ようになっている。
【００２５】
上記上，下ハーフ３２，３３の外面に、上下シャッタースライドエリア５とラベル貼着エ
リア６が設けられている。上記シャッタースライドエリア５は、上記上，下ハーフ３２，
３３の外面から上記第１，第２のシャッター板４１，４２の略肉厚ぶんだけ低い位置に形
成されていて、上記上，下ハーフ３１，３２のシャッタースライドエリア５に第１，第２
のシャッター板４１，４２を重ね合わせたときに上記上，下ハーフ３２，３３の外面と上
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記第１，第２のシャッター板４１，４２の外面とが略面一及びもしくは若干低くなるよう
になっている。また、上記シャッタースライドエリア５の上，下ハーフ３２，３３の後周
壁３４ｂ側の端部は、更に一段低いシャッター端部挿入部５１になっている。そして、図
７に示したように、上記シャッター端部挿入部５１に上記第１，第２のシャッター板４１
，４２の端部４５が挿入されていて、上記端部４５は、上記シャッター端部挿入部５１内
に取付けられたスライドガイド板５２によって上記上，下ハーフ３２，３３の外面から浮
き上がる（捲れ上がる）のを防止されて、上記第１，第２のシャッター板３２，３３は円
滑にスライドを保証されるようになっている。
【００２６】
また、上記ラベル貼着エリア６は、上記上，下ハーフ３２，３３の外面から貼着シートの
略肉厚ぶんだけ低くなった位置に形成されていて、図８に示したように上記シート貼着エ
リア６に２点鎖線で示すシート６２を貼着したときに、上記上，下ハーフ３２，３３の外
面と上記シートの外面とが略面一及びもしくは若干低くになるようになっている。
【００２７】
図５に示したように、上記上，下ハーフ３２，３３のスライド部材組付部３７の内面には
、スライド部材７をスライド可能に取付けるガイド突起３８が設けられている。図９に示
したように、上記ガイド突起３８は、上記上，下ハーフ３２，３３の前周壁３４ａの外側
に、これら前周壁３４ａと所定の間隔Ｄ１ をもって略平行に形成されている。また、上記
上，下ハーフ３２，３３のガイド突起３８は、上，下ハーフ３２，３３を結合した状態に
おいて、所定の間隔Ｄ２ をもって対向するようになっていて、上記間隔Ｄ２ から後に詳し
く説明するスライド部材７の組付脚部７７を上記上，下ハーフ３２，３３のガイド突起３
８，３８の間隔及び上記ガイド突起３８と前周壁３４ａの間に挿入可能になっている（図
７参照）。
【００２８】
上記上，下ハーフ３２，３３のガイド突起３８には、上記スライド部材７の組付脚部７７
の挿入を容易にするための所謂面取り状の傾斜面３８ａが設けられている。また、上記上
，下ハーフ３２，３３のガイド突起３８の長さ方向（スライド部材移動方向）の中央部に
は上記ガイド部材６及びこれに取付けられたシャッター４を上記開口部３１を閉塞する第
１の位置にセットする位置決め突起３９が設けられている。
【００２９】
上記シェル３は、成形性及び機械的強度に優れた合成樹脂、例えばポリカーボネート（Ｐ
Ｃ）やＡＢＳ樹脂等により形成されている。
（４）シャッターの構成
上記シャッター４は、上記上ハーフ３２の開口部３１を開閉する第１のシャッター板４１
と、下ハーフ３３の開口部３１を開閉する第２のシャッター板４２とに分割されている。
【００３０】
上記第１，第２のシャッター板４１，４２は、上記開口部３１を完全に閉塞できるように
上記開口部３１よりも若干大き目の幅Ｗと長さＬの長方形状に形成されたシャッター本体
部４３と、該シャッター本体部４３の長さ方向の一端部に設けられたスライド部材取付部
４４と、上記シャッター本体部４３の長さ方向の他端部に設けられていて、上記上，下ハ
ーフ３２，３３のシャッタースライドエリア５の一端部のシャッター端部挿入部５１内に
挿入される被挿入側の端部４５とを備えている。
【００３１】
図１０に示したように、上記スライド部材取付部４４は、上記シャッター本体部４３の一
端部に略直角に連設された該シャッター本体部４３よりも幅狭の略直角の第１折曲部４６
と、該第１折曲部４６の先端にシャッター本体部４３と重なり合う方向に略直角に連設さ
れた第２折曲部４７と、該第２折曲部４７の先端の両端部に上記シャッター本体部４３側
に向けて略直角に連設された第３折曲部（以下、係合爪という）４８とを備えている。な
お、上記第１折曲部４６にネジ孔４６ａを設け、該ネジ孔４６ａを介してネジ４６ｂによ
り、上記第１折曲部４６をスライド部材にネジ止めする構成にしてもよい。
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【００３２】
上記被挿入側の端部４５は、上記シャッター本体部４３に対して段差Ｈをもたせた状態に
形成されていて、上記スライドガイド板５２の下方のシャッター端部挿入部５１内に挿入
されるようになっている。
【００３３】
上記第１，第２のシャッター板４１，４２は、所定の形状に打ち抜いたステンレススチー
ルやアルミニウム等の金属板を折り曲げることにより或は合成樹脂等により形成されてい
る。なお、本実施例では、上記第１，第２のシャッター板４１，４２は、同一部材を使用
しているが、例えば、被挿入側の端部４５の形状を変えて、意図的に別部材としてもよい
。
（５）スライド部材の構成
図１１，図１２に示したように、上記スライド部材７は、スライド方向（長さ方向）のパ
ーティングラインＰＬ１ や肉厚方向のパーティングラインＰＬ２ 等によって、上記第１の
シャッター板４１を上記シェル３にスライド可能に取付ける第１のスライド部７１と、上
記第２のシャッター板４２を上記シェル３にスライド可能に取付ける第２のスライド部７
２とに分割されている。
【００３４】
上記第１，第２のスライド部７１，７２は、上記第１のシャッター板４１又は第２のシャ
ッター板４２のいずれか一方を取付けるシャッター板取付部７３と、該シャッター板取付
部７３の底部の一側部に、該シャッター取付部７３の幅と略同じ幅で、かつ該シャッター
取付部７３の長さの略半分の長さに形成されていて、他方のスライド部材のシャッター取
付部が載置されるステージ部７４と、上記シャッター板取付部７３のスライド方向の一端
側の上面に設けられていて、ドライブ装置のシャッター開放部材（図示省略）が係合する
シャッター開放部材係合部材７５と、上記シャッター板取付部７３のスライド方向の一端
部（上記シャッター開放部材係合部７５）の下面に設けられたシェル３への一対の第１の
組付脚部７６と、上記シャッター板取付部７３の中央部の下面に設けられた一対の第２の
組付脚部７７と、上記第１，第２のスライド部７１，７２の一対の第１の組付脚部７６間
に設けられたバネ係止部７８とを備えている。上記組付脚部７６，７７は、外側面に上記
上，下ハーフ３２，３３のガイド突起３８が導入される溝状の凹部７９を備えている。
【００３５】
上記第１，第２のスライド部７１，７２は、同形、同大に形成されていて、第１のスライ
ド部７１のシャッター板取付部７３を第２のスライド部７２のステージ部７４上に載置す
ると共に、上記第２のスライド部７２のシャッター板取付部７３を第１のスライド部７１
のステージ部７４上に載置し、上記第１，第２のスライド部７１，７２に設けたバネ係止
部７８に、バネ部材（コイルスプリング）８０の一端部と他端部がそれぞれ係止されてい
る。
【００３６】
そして、上記バネ部材８０により上記第１，第２のスライド部７１，７２は、互に牽引さ
れて、上記第１のスライド部７１のシャッター板取付部７３の先端が上記第２のスライド
部７２のシャッター開放部材係合部７５に当接し、上記第２のスライド部７２のシャッタ
ー板取付部７３の先端が上記第１のスライド部７１のシャッター開放部材係合部７５に当
接して、図１１に示したように、上記第１，第２のスライド部７１，７２は、互に結合さ
れた状態になる。
【００３７】
上記シャッター板取付部７３の先端とシャッター開放部材係合部７５の当接部には、互に
嵌まり合う凸部８１と凹部８２が設けられていて、これら凸部８１と凹部８２の嵌合によ
り、結合状態における上記第１，第２のスライド部７１，７２の位置ズレ（浮き上がり）
を防止するようになっている。
【００３８】
上記第１，第２のシャッター板取付部７３の内面側の両端部には、所謂面取り状の傾斜面
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８３が設けられていると共に、該傾斜面８３の下端には爪係合部８４が設けられている。
上記第１，第２の組付脚部７６，７６、７７，７７の間は、バネ部材８０の収納空間にな
っている。
【００３９】
上記バネ係止部７８は、図１２，図１３に示したように、上記第１の組付脚部７６の外側
面よりも内側に形成されていて、バネ部材８０が上記第１，第２のシャッター板取付部７
３の下面内に収まる状態で取付けられるようになっている。
【００４０】
図１３に示したように、上記バネ部材８０によって結合された第１，第２のスライド部７
１，７２の底面の中央部の第２の組付脚部７７，７７間には、上記上，下ハーフ３２，３
３のガイド突起３８の中央部に設けた位置決め突起３９が挿入される隙間８５が形成され
ている。
【００４１】
上記バネ部材８０によって結合された第１，第２のスライド部７１，７２は、図１４、図
１５に示したように、上記隙間８５を上記シャッター位置決め突起３９の位置に合わせた
状態で、上記組付脚部７６，７７側から上記上，下ハーフ３２，３３の間のスライド部材
組付部３７に挿入される。上記第１，第２のスライド部７１，７２が挿入されると、上記
組付脚部７６，７７の下端外側の傾斜面７６ａ，７７ａが上記ガイド突起３８の傾斜面３
８ａに当接し、図１６に示したように、上記組付脚部７６，７７は、内側に弾性変形する
。
【００４２】
上記組付脚部７６，７７が上記ガイド突起３８を乗り越えると、上記組付脚部７６，７７
は、図１７に示したように、弾性復帰して、上記組付脚部７６，７７の外側面に設けた溝
状の凹部７９内に上記ガイド突起３８が導入されると共に、図１８に示したように、上記
第１，第２のスライド部７１，７２の第２の組付脚部７７，７７間の隙間８５に、上記上
，下ハーフ３２，３３のガイド突起３８の中央部に設けたシャッター位置決め突起３９が
侵入して、上記第１，第２のスライド部７１，７２は、上記第１，第２のシャッター板４
１，４２で上記上，下ハーフ３２，３３の開閉部３１を閉塞する第１の位置にセットされ
る。
【００４３】
上記第１，第２のスライド部７１，７２は、上記上，下ハーフ３２，３３に設けたガイド
突起３８に沿って円滑にスライドするように、潤滑性や耐磨耗性等に優れたポリカーボネ
ートやポリアセタール或はポリプロピレン等の合成樹脂で形成されている。なお、上記第
１，第２のスライド部７１，７２は、同形、同大であり、即ち同一部材として構成しても
よいものであり、或は組立上、色分けしてもよい。
【００４４】
次に、上記第１，第２のシャッター板４１，４２の第１，第２のスライド部７１，７２へ
の組付け方法について説明する。
【００４５】
上記第１，第２のシャッター板４１，４２の第１，第２のスライド部７１，７２への組付
けは、図１９に示したように、上記第１，第２のスライド部７１，７２をシェルに組付け
たのち、その上方から上記スライド部材取付部４４を下降させて該スライド部材取付部４
４内に上記第１，第２のスライド部７１，７２のシャッター板取付部７３を挿入すること
により行われる。
【００４６】
上記第１，第２のシャッター板４１，４２のスライド部材取付部４４の第２折曲部４７と
係合爪４８を、上記第１，第２のスライド部７１，７２間に挿入すると、図２０に示した
ように、上記スライド部材取付部４４の係合爪４８が上記傾斜面８３に当接して、該傾斜
面８３によって上記係合爪４８及び第２折曲部４７は、上記シャッター本体部４３との離
間する方向に弾性変形して、上記第１，第２のスライド部７１，７２の更なる挿入を許容
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する。
【００４７】
上記第１，第２のシャッター板４１，４２の第１折曲部４６の内面が上記第１，第２のス
ライド部７１，７２の先端面に当接する位置まで挿入されると、上記係合爪４８は、上記
傾斜面８３の位置から外れる。
【００４８】
上記係合爪４８が上記傾斜面８３から外れると、図２１に示したように、上記傾斜面８３
によって上記係合爪４８を介して押圧されて弾性変形していた第２折曲部４７は、弾性復
帰して上記係合爪４８が上記爪係合部８４に係合し、上記第１，第２のシャッター板４１
，４２は、上記第１，第２のスライド部７１，７２を介してスライド可能にシェル３に取
付けられた状態になるのである。
（６）他の実施例
他の実施例として、図５に示したようなシャッター取付用のネジ４６ｂを使用せずに上記
第１，第２のシャッター板４１，４２と第１，第２のスライド部７１，７２の結合強度の
向上を図った場合を示す。
【００４９】
図２２に示す実施例においては、第１，第２のシャッター板４１，４２のスライド部材取
付部４４の第１折曲部４６の上面の一部を凹ませて円形状凹部９１を形成すると共に、該
凹部９１の底面に孔９２を形成する。一方、上記第１，第２のスライド部７１，７２のシ
ャッター板取付部７３の上面には上記孔９２よりもやや大径の凸部９３を突設し、上記第
１折曲部４６を上記シャッター板取付部７３の上面に重ね合わせると、上記孔９２を介し
て、上記凸部９３が上記凹部９１内に圧入されて、上記第１折曲部４６とシャッター板取
付部７３の位置決めと両者の結合強度の向上を図るようになっている。上記凸部９３の上
端には抜止用の大径部９４を設けてもよい。
【００５０】
図２３に示す実施例においては、図２２に示す実施例の場合と同様に、第１，第２のシャ
ッター板４１，４２のスライド部材取付部４４の第１折曲部４６の上面の一部を凹ませて
円形状凹部９１を形成すると共に、該凹部９１の底面に孔９２を形成する。一方、上記第
１，第２のスライド部７１，７２のシャッター板取付部７３の上面には上記孔９１よりも
小径の凸部９５が突設されている。そして、上記第１折曲部４６を上記シャッター板取付
部７３の上面に重ね合わせ、上記孔９２を介して、上記凸部９５を上記凹部９１内に突出
させたのち、超音波溶着装置のホーン１００を押し当てて上記凸部９５の先端を溶融して
、上記孔９２よりも大径の頭部（図示省略）をカシメ形成することにより上記第１折曲部
４６とシャッター板取付部７３の位置決めと両者結合強度の向上を図るようになっている
。
（７）作用
図１に示したように、上記上ハーフ３２を上にし、下ハーフ３３を下にした姿勢（以下、
正規の姿勢という）で上記カートリッジ１をドライブ装置に挿入すると、該ドライブ装置
に設けたシャッター開放部材が第２のスライド部７２のシャッター開放部材係合部７５に
係合して、上記第２のスライド部７２は、矢印Ｂ方向にスライドし、図３に裏返して示し
たように、上記第２のスライド部７２に取付けられている第２のシャッター板４２を上記
下ハーフ３３の開口部３１を開放する第２の位置に移動させる。このとき、上記第２のス
ライド部７２は、一側部が上記組付脚部７６，７７の溝状の凹部７９と上記上，下ハーフ
３２，３３に設けたガイド突起３８とによってガイドされ、他側部が上記第１のスライド
部材７１のステージ部７４によってガイドされて、傾斜したりすることなく円滑にスライ
ドする。
【００５１】
そして、上記下ハーフ３３の開口部３１を介して、図６に示したように、上記ディスク２
のセンターハブ２２はドライブ装置のターンテーブル３０１にチャッキングされて回転さ
れると共に、光学ピックアップ３０２により、上記ディスク２の第１の記録媒体２６の記
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録層２４への記録及び／又は再生が行われる。
【００５２】
また、図２に示したように、下ハーフ３３を上にし、上ハーフ３２を下にした姿勢（以下
、逆の姿勢という）で上記カートリッジ１をドライブ装置に挿入すると、上記ドライブ装
置に設けたシャッター開放部材が上記第１のスライド部７２のシャッター開放部材係合部
７５に係合して、上記第１のスライド部７１は、一側部が上記組付脚部７６，７７の溝状
の凹部７９と上記上，下ハーフ３２，３３に設けたガイド突起３８とによってガイドされ
、他側部が上記第２のスライド部材７２のステージ部７４によってガイドされて、矢印Ｂ
方向にスライドし、図４に裏返して示したように、上記第１のスライド部７１に取付けら
れている第１のシャッター板４１を上記上ハーフ３２の開口部３１を開放する第２の位置
に移動させる。そして、上記上ハーフ３２の開口部３１を介して、上記ディスク２のセン
ターハブ２２はドライブ装置のターンテーブル３０１にチャッキングされて回転されると
共に、光学ピックアップ３０２により、上記ディスク２の第２の記録媒体２７の記録層２
４への記録及び／又は再生が行われる。
【００５３】
そして、上記正規の姿勢での記録及び／又は再生を行う場合も逆の姿勢で記録及び／又は
再生を行う場合も記録及び／又は再生に直接関与しない他方（上方）の開口部３１は閉じ
られた状態に維持されるので、該他方の開口部３１からシェル３内に塵埃等が侵入して、
ディスク１の表面に付着することが防止される。
【００５４】
図３に示す第１のシャッター板４１を第１の位置から第２の位置に移動させる場合と、図
４に示す第２のシャッター板４２を第１の位置から第２の位置に移動させる場合も、上記
第１，第２のシャッター板４１，４２の移動方向は同じであるので、第１のシャッター板
４１を開放するシャッター開放部材を第２のシャッター板４２を開放するシャッター開放
部材として兼用できる。
【００５５】
【発明の効果】
本発明の情報記録媒体カートリッジには次に述べるような効果がある。
【００５６】
（１）請求項１の情報記録媒体カートリッジは、第１，第２のスライド部の一方のスライ
ド部のシャッター板取付部の一部を、他方のスライド部のステージ部で支持したので、該
ステージ部によって上記第１，第２のスライド部相互を円滑にスライドさせることが出来
る。
【００５７】
（２）請求項２の情報記録媒体カートリッジは、バネ部材によって第１，第２のスライド
部材が、一体的に結合された状態になるので、取り扱いや上記シェルへの組み付けが容易
になる。
【００５８】
（３）請求項３の情報記録媒体カートリッジは、一方のスライド部材のシャッター板取付
部の先端と、他方のスライド部材のシャッター開放部材係合部の接触面に設けた凹，凸部
の嵌合により、第１，第２のスライド部材相互の浮き上がりを防止することが出来る。
【００５９】
（４）請求項４の情報記録媒体カートリッジは、第１，第２のスライド部材のバネ係止部
を、一対の組付脚部の間で、且つこれら組付脚部の内側に設けたので、上記第１，第２の
スライド部材のバネ係止部にバネ部材の一端部と他端部を係止した場合に、該バネ部材を
上記スライド部材の下面内に収めることが出来る。
【００６０】
（５）請求項５の情報記録媒体カートリッジは、上記第１，第２のスライド部を、同じ形
状でかつ同じ大きさに形成したので、両者を共用して部品点数の削減を図ることが出来る
。
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【図面の簡単な説明】
【図１】カートリッジを表面側から見た斜視図（シャッター閉状態）。
【図２】カートリッジを裏面側から見た斜視図（シャッター閉状態）。
【図３】カートリッジを表面側から見た斜視図（シャッター開状態）。
【図４】カートリッジを裏面側から見た斜視図（シャッター開状態）。
【図５】カートリッジの分解斜視図。
【図６】ディスクの断面図。
【図７】図１のａ－ａ断面図。
【図８】図１のｂ－ｂ断面図。
【図９】シェルの前周壁側の断面図。
【図１０】第１，第２のシャッター板の斜視図。
【図１１】スライド部材の斜視図。
【図１２】スライド部材の分解斜視図。
【図１３】スライド部材の底面図。
【図１４】シェルを組立てた状態の斜視図。
【図１５】シェルへのスライド部材の組付工程図。
【図１６】シェルへのスライド部材の組付工程図。
【図１７】シェルへのスライド部材の組付工程図。
【図１８】スライド部材が組付けられた状態の要部の側面図。
【図１９】シャッター板の組付工程図。
【図２０】シャッター板の組付工程図。
【図２１】シャッター板の組付工程図。
【図２２】他の実施例の断面図。
【図２３】他の実施例の断面図。
【図２４】従来の一体型シャッターを使用したカートリッジの斜視図。
【図２５】ドライブ装置へ装着した状態の断面図。
【図２６】従来の分割型シャッターを使用したカートリッジの要部の断面図。
【図２７】ドライブ装置へ装着した状態の断面図。
【図２８】従来例の問題点を示す断面図。
【符号の説明】
１…カートリッジ、２…ディスク、３…シェル、４…シャッター、７…スライド部材、３
１…開口部、４１，４２…第１，第２のシャッター板、７１，７２…第１，第２のスライ
ド部、７３…シャッター板取付部、７４…ステージ部、７５…シャッター解放部材係合部
、７６，７７…組付脚部、７８…バネ係止部、８０…バネ部材、８１…凸部、８２…凹部
。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】
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